











硬さ、触感に変化が生じていた。この “ 粘土性 ” が時間の経過と協力者の働きかけ
によって生じることで守りの枠となることがみられ、守られた枠の中で、自身の体
温が粘土から返ってくるような体験を経て、粘土を “ 人 ” のように感じ取る体験が
みられた。さらには、他者に包み込まれるような感覚や粘土が自身の一部に感じる























いという不如意性も加わって、粘土には全体として “ 粘土性 ” としか言いようのない持味が





































































第 5 節にて述べたように、砂の持つ性質、いわば砂の “ 砂性 ” についての研究は行われてい
ると言える。しかし、第 3 節ですでに述べたように、粘土についての研究は粘土表現に着目
するものがほとんどであり、粘土に触れている体験のみに着目し、粘土の “ 粘土性 ”（中井 , 
1976）について研究しているものは見当たらなかった。以上のことから、本研究の目的は粘土
によって表現された作品の分析ではなく、人が粘土という素材に触れるとき、どのような体験
をし、どのような心理過程が起きるのか、粘土表現の体験的基礎となる “ 粘土性 ” そのものの










し、調査を行った。調査協力者は 9 名（男性 5 名、女性 4 名）、年齢は 19 歳～ 22 歳であった。
第 2 節　調査日時、場所
本調査は、2014 年 10 月 28 日～ 11 月 6 日の間で行った。佛教大学 14 号館の面接室 2、3、
5 において、面接調査を行った。調査時間は全体で約 35 分～ 1 時間程度であった。
第 3 節　調査材料及び、調査装置
粘土は、クツワ株式会社の油粘土 500g を用意し、各協力者に適宜切り分けてもらい、使
用した。粘土板は縦 25cm、横 31.5cm であった。粘土を切り分ける際は、新日本造形株式
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会社のねんどへらセット内の竹製彫塑へらを使用した。様子は Victor JVC GZ-HD320 にてビ





















者と共通の特徴が多くみられる 1 人の調査協力者（調査協力者 H）を選定し、調査協力者 H
の体験を時系列に沿って記述し、他の調査協力者の体験と比較検討を行った。なお、各協力
者の逐語録について、ひとまとまりの語りであると考えられる発言ごとに、「協力者のアル














第 1 節　重たさへの言及 ‐ 触り始めの重たさ・実感
H は初めに油粘土を触ると「油粘土は重たいなって思います」と語った（H-2 引用）。続け
て H は「重たさは、実際に手に持ってるなって感じが」（H-2-1）と話した。このことから H
は捏ね初めに、油粘土の重たさを感じていることが窺え、その結果として実際に手に粘土を




協力者は捏ね始めの粘土の “ 重たさ ” を際立って体験をしていたのではないかと推察される。
また、これらから粘土を捏ねる際に “ 重たさ ” が最初に体験されていることが示唆される。
























たことで、全身から力みが取れて、第 2 節で取り上げた “ 捏ね初めの粘土の硬さによる身体
が力むほどの身体的な疲労感 ” から落ち着きを取り戻したことが推察される。ここでは捏ね
れば軟らかく変化するという粘土の特性が際立って体験されていると言えそうである。












第 5 節　粘土の温かさへの言及 ‐ ほっこりする・安心感
























考えられる。また粘土が安心感を与えてくれる “ 味方 ” のような心強い存在として語られて









かと考えられる。また、F は H 同様、自分の体温に近い粘土を捏ねることで “ 穏やかな ” 気
持ちになったのではないかと考えられる。そして I は体温によって温かく柔軟になった粘土








































































化し、その結果、第 5 節で取り上げた “ 落ち着き ” や “ 安心感 ” を協力者がより強く感じて







































第 11 節　粘土の状態についての振り返りの際での言及 ‐ 手応えと達成感
粘土の変化についての振り返りで H は「冷たい硬いから、中間になって温かい軟らかい」








































第 12 節　感覚的な体験についての振り返りへの言及 ‐ 捏ねたい
H は捏ね初めは「なんか硬いとしんどいのと冷たいのとそれ位ですかね」（H-109）と振り








































ね初めは “ 初対面 ” であった粘土が、時間の経過と共に友達のように感じられ、親しみを粘
土自体から感じる体験をしていたことが考えられる。それは、幼少期から知る友達であり、










粘土の状態 重たい 硬い 少し軟らかい 少し温かい 温かい 人肌に近い 軟らかい 粘土の状態
A ○ ○ ○ ○ A
B ○ ○ ○ ○ B
C ○ ○ ○ ○ ○ ○ C
D ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ D
E ○ ○ ○ ○ ○ E
F ○ ○ ○ ○ ○ F
G ○ ○ ○ ○ G
H ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ H
I ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ I
協力者の体験 重たさへの言及 捏ね辛さ 落ち着く・安心感 温かい気持ち 過去の想起 人のような存在との出会い 親しみ 達成感 協力者の体験
A ○ ○ ○ ○ A
B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ B
C ○ ○ ○ ○ ○ ○ C
D ○ ○ ○ ○ ○ D
E ○ ○ ○ ○ E
F ○ ○ ○ ○ ○ F
G ○ ○ ○ ○ ○ ○ G
H ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ H
































































第 5 項　徐々に温かさを得ていく粘土による “ 人 ” と関わるような体験



































壊れやすいが、“ 粘着力 ” のある粘土ではある程度形を保持したまま造形（遊び）を展開す
ることができる」と述べている。これらの点で砂とは異なる感覚が粘土では体験されると言
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